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NTT R&Dフォーラム2018（秋）基調講演

スマートシティ

NTTグループは，人々が豊かで幸
せになる未来を実現していくお手伝い
をしたいと考えています．スマートシ
ティの実現に向けて，数年前より札幌
市，福岡市，横浜市，いわゆる政令指
定都市クラスの皆様とデータを活用し
た産官学の連携による，新たな価値創
造の取り組みを進めています．今回の
講演ではスマートシティの取り組みを
さらに強化，進化させたラスベガス市
の取り組みと，日本での街づくりの発
展，課題解決に向けた新しい取り組み
を紹介します．
■ラスベガス

NTTは2018年 9 月よりデルテクノ
ロジーズとのパートナーシップの下，
ラスベガス市を舞台にスマートシティ
の共同実証実験を始めました．ラスベ

ガス市のダウンタウンに設置された多
数のカメラやセンサをネットワーク化
し，歩行者や交通パターンの情報を解
析することで事件の発生を検知し，犯
罪の防止につながるシステムづくりを
サポートしています．

ネットワークのエッジで認識 ・ 検知
するものとAI（人工知能）でトレン
ドを分析 ・ 予測をするものを組み合わ
せたモデルになっており，センシング
技術をはじめ，さまざまなNTT研究
所の先進的な技術が投入されていま
す．そして，それらをつなぐためにコ
グニティブ ・ ファウンデーションとい
う新しいソフトウェア基盤を用意しま
した（図 1 ）．今後は，より安全性の
高いソリューションやトラフィック監
視など，機能を拡張していきます．ま
た，ネバダ州においてもスマートシ
ティ化していく動きがあります．

さらに，デルテクノロジーズと米国
のNTTグループの営業部隊が連携し，
全米にスマートシティソリューション
を拡張していく予定です．

NTTグループは，従前より図 2 の
ようなB2B2Xモデルを推進していま
す．NTTグループはファーストB，つ
まり左側のBであり，パートナーとと
もに，真ん中のBのメインプレイヤー
の方を支えることで新たな価値を生ん
でいきたいと考えています．

ラスベガス市は，真ん中のBになる
わけですが，ファーストBのNTTとデ
ルテクノロジーズは，データを自分で
は所有しません．ラスベガス市がその
データを使い，新しい価値を創造する
サポートをするのが私たちになりま
す．ラスベガス市の最高情報責任者

（CIO）であるMichael Sherwood 氏
からは，NTTはラスベガスの発展に

本稿では，NTTグループが取り組んでいる「Smart World」の
実現に向けた「新たな価値創造」について紹介します．本記事は，
2018年11月29〜30日に開催された「NTT R&Dフォーラム2018

（秋）」での，澤田純NTT代表取締役社長の講演を基に構成した
ものです．

澤
さ わ だ

田  　純
じゅん

NTT代表取締役社長

Smart Worldの実現に向けて
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必要なサイバーセキュリティや，デー
タ管理など，データを使った新しい分
野での専門的なノウハウを持つことに
加え，ラスベガス市が主役となる（デー
タを自ら所有する）提案がNTTとデ
ルテクノロジーズを選んだ理由と聞い
ています．データは事業やサービス，
あるいは社会生活の基本になっていき
ます．それを誰が保有し，誰がコント
ロールをしていくか，日本では地方自
治体が保有するべきだと考えていま
す．これを世界規模でも展開していこ
うと考えています．

■街づくり会社
2018年11月2７日まで公開買付を実

施していましたNTT都市開発ですが，
トータルで9５．2％の株を保有するこ
とができ，TOBが実現しました．こ
れはNTT都市開発の街づくりノウハ
ウとNTTファシリティーズの建築関
係，電力関係のソリューション，さら
にはNTTのアセットあるいは他の技
術を重ね合わせて，街づくりをお手伝
いすることを目的としています．コ
ミュニティ，ダイバシティ，イノベー
ション，レジリエンスの実現を期待し

ており，そのためには，IT，通信は
必須のツールになります．それらによ
り私たちが街づくりのお手伝いをし，
事業体を広げていくことで世の中に貢
献していけるのではないかと考えてい
ます．

スマートワールド

次に，スマートワールドについて，
いくつかの分野に関する事例を紹介さ
せていただきます．
■スマートエンタテインメント

Jリーグ様とは次の新しい観戦スタ
イルの提供をめざしています．松竹様
とは伝統芸能とICTの融合に取り組ん
でいます（図 ₃ ）．

2018年11月 1 日に京都南座が新し
く開場され，この中に超高臨場通信技
術「Kirari!」の装置を入れていただ
きました．2019年夏から，この場所
で共同公演をスタートさせます．南座
は非常に伝統のある施設ですが，新し
い伝統と新しい芸術を融合させる試み
を進めようと考えています．
■スマートマニュファクチュアリ
ング
JSR様とはプラントのスマート化，

コマツ様とは建設 ・ 鉱山機械の遠隔制
御のサポート，ファナック様とは製造
現場のデータ利活用，三菱重工様とは
未知のサイバー攻撃の検知と対処のサ
ポートなど，さまざまな取り組みを進
めています．特にJSR様のプラントの
スマート化では，アクセンチュア様と
ともに，AI，音声認識，センサを使用
して形式知化を行っています（図 ₄ ）．
将来的にはコネクテッドバリュー
チェーンでいろいろなものをIoT

（Internet of Things）で接続し，部分
的ではなく，コンビナート全体で付加

◎群衆人数監視
▲車両の逆走監視
◆事件性の高い事象の監視

■迅速で的確な現場状況把握

Public Safety Solution

ビデオカメラ/
マイク

コグニティブ・ファウンデーション
ICTリソースオーケストレーション

今後の展開
機能拡張
・SmartTraffic
・ホームレス監視
・デジタルサイネージの
　聴衆属性分析，など

エリア拡大
・ネバダ州の他の都市
・米国他州・世界への展開

リアクティブ エッジで認識・検知

プロアクティブ トレンド分析・予測 

事件・事故対応
ネバダ州 ラスベガス市 NTT

予測対応

MOU締結

市街地・イベント会場
◎

図 2 　B2B2Xモデルの推進
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図 1 　スマートシティの事例（ラスベガス市様）
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価値を高める構造にしていきたいと考
えています．また，非常に苦労してい
るのが電池を利用できないことです．
電池はショートすると爆発してしまう
ため，化学コンビナートでは規制上使
用できません．そこで，NTTアドバ
ンステクノロジとinQs（インクス）
様が開発した色素増感という赤外線等
で発電する技術を組み込んだ防爆セン
サを使用しています．
■スマートモビリティ

トヨタ自動車様とは自動運転を実現
する基盤技術，日本郵船様 ・ MTI様と
は船舶の安全，環境への取り組み，
JR東日本様とはシームレスな移動に
ついて取り組みを進めています． 

（1）　トヨタ自動車様
2018年12月からトヨタ自動車様と

本格的な実証実験に入ります． 1 台，
2 台の車を走らせる実験はさまざま
なところで行われていますが，将来的
には数千万台規模のデータを処理する
基盤が不可欠であるため，まずは５00
万台規模の車が走ることを想定した実
験を行います．実験では，車から収集
したデータをデータセンタで処理し，
その結果を他の車へ通知するエンド－

エンドでのデータ流通を実現するコネ
クティッドカー基盤の検証を行います

（図 ₅ ）．このような取り組みを一定の
期間，さまざまなケースを想定し，続
けていく予定です．トヨタ自動車様と
一緒につくる基盤を他の自動車会社を
含め，世界でも使えるようなモデルに
していきたいと考えています．

（2）　日本郵船様，MTI様
日本郵船様とMTI様とは，船の内部

でのデータを収集しながら，衛星通信
等を利用して陸上からもデータを管理
することで，燃費の向上，予防保全，

振動

音

■技術・ノウハウの形式知化，コンビナートの生産性向上

液面レベル
判定

（2019年 4月商用化）

防爆センサネットワーク

画像

熟練工

AI識別
・AI予測

音声認識

アドオン
センサ設備監視

現場・制御室
コミュニケー
ション記録

プラントのスマート化

熟練工のノウハウ
形式知化と活用 化学業界共通プラットフォーム

コンビナートのスマート化

コネクテッド バリューチェーン

データ連携

原材料 製品

相互連携 相互連携

備品在庫・保全人員 ユーティリティ

■自動運転を実現する基盤技術の確立

×
500万台 の走行を想定した基盤技術の開発，検証

エージェント

5G

エッジ
コンピューティング

データ収集・蓄積 
・分析基盤

大規模・大容量
データ収集

リアルタイム
データ配信

データセンタ

2018年12月より実証実験開始

IoT
ネットワーク

トヨタ自動車
・コネクティッドカー
  （新型クラウン等）の走行

NTTグループ
・5Gやエッジコンピューティング
  技術等の開発，検証

エンド–エンドでの
検証

図 4 　スマートマニュファクチュアリングの事例（JSR様）

図 5 　スマートモビリティ（トヨタ自動車様）

図 3 　スマートエンタテインメントの事例（松竹様）

■伝統芸能とICTの融合

2016年～2018年
超歌舞伎supported by NTT

2016年～2018年
新たな歌舞伎鑑賞の提案をめざした共同実験

京都南座共同公演（2019年～2021年）

⇒エンタテインメント×ICTのビジネス拡大

新たな演出による顧客層の拡大 バーチャル展開による観劇機会の拡大
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安全向上につながる船舶IoTプラット
フォームの取り組みを進めています

（図 ₆ ）．コンテナ船をはじめ，いろい
ろな船に対応させていくとともに，船
対船などコネクティッドな世界を実現
していきたいと考えています．

中期経営戦略「Your Value 
Partner 2025」

2018年秋にNTTグループの中期経
営 戦 略「Your Value Partner 202５」
を発表させていただきました．国が端
末分離の動きを進める微妙な時期でし
たが，ドコモにはマーケットリーダに
なるという考えで料金値下げを発表し
てもらい，その内容を不誠実にならな
いよう中期経営戦略へ盛り込みまし
た．振り返ってみますと198５年に固
定電話に競争が導入されたときに，端
末分離がなされています．固定電話の
電話機が分離された結果，電話機の市
場が非常に広がりました．端末を分離
することで通信市場や端末市場の競争
が活性化するべきであり，それが健全
な状況ではないかと考えています．一
方で，ドコモは厳しくなるわけですが，
そのような状況に自らが入っていくこ

とで，マーケットリーダになりながら，
より良いサービスをお客さまに提供し
ていく，そういう会社になっていこう
という考え方で取り組んでいきます．
■今後の動向

今回の中期経営戦略は ３ 年， ５ 年，
７ 年の節目をイメージしています．特
に ３ 年以内には５Gが開始され， ７ 年
目には固定電話がすべてIP電話に変
わります．一方で，社会はグローバリ
ズムとブロックリズムが並存する状態
が数年間続くのではないかと考えてい
ます．そのような中，202５年の大阪
万博の開催が決まりました．NTTと
してもさまざまな取り組みを進め， 1
年半後の東京オリンピック ・ パラリン
ピック， ７ 年後の大阪万博などのビッ
グイベントにトライしていきたいと思
います．

また，ITに関する動向では，ムー
アの法則が終焉する中で，新しいアー
キテクチャや方式が求められてくる一
方， ７ 年後には労働人口の半数がロ
ボット化されるという予測も出ていま
す．言い方を変えると，個人個人がもっ
と豊かな仕事や文化活動に従事できる
ことを意味しており，私たちもそれを

サポートすることで市場が広がるもの
と考えています．
■さらなるフェーズチェンジ

通信あるいはIT事業者としての
フェーズチェンジでは，NTTのビジ
ネスモデルは前述のように，B2Cから
B2B2Xへ変化してきています．また，
端末完全分離により全面競争となり，
通信サービスからデジタルサービス
へ，インフラはクラウドから仮想化 ・
AI化へ，そしてアクセスは５G ・ スマー
トデバイスへ変化していくことになる
のではないかと考えています．
■中期経営戦略の全体像

NTTは 選 ば れ 続 け るYour Value 
Partnerになりたいと考えており，そ
の実現のため，中期経営戦略では成長
投資とコスト削減を両立しながら，利
益拡大を図るため，ROIC（投下資本
利 益 率 ） をKPI（Key Performance 
Indicator）として導入しました．

中期経営戦略を考えるうえで，NTT
グループのミッションは，社会的課題
の解決であり，ビジョンとして体現す
るのが，選ば れ 続けるYour Value 
Partner です．それにより持続可能な
社会（SDGs）とSociety ５．0の実現に
貢献していきたいと考えています．
NTTグループがもともと持っている
公共性と企業性をバランスさせなが
ら，パートナーと一緒に社会的課題を
解決していくことが，私たちの使命で
はないかと思います．

めざすのはYour Value Partnerで
すが，主役は人です．イノベーション ・
技術開発 ・ 研究開発を行うのもやはり
人です．その規範は，「つなぐ」「信頼」

「誠実」です．特に「つなぐ」はネッ
トワークをつなぐという意味もありま
すが，これからはモノをIoTでつなぎ

保　険

■船舶業界の安全，環境への取り組みを進化

衛星通信

データ
流通

陸上で
分析

データ交換
アプリ配信管理

船内活用

燃費向上等 予防保全等 省力化・安全向上
環境にやさしい船舶 船舶の運行最適化 自律航行船

データ収集データ

船舶IoTプラットフォームの共同実験

・遠隔操船システムの要件検討
・実船による検証・基準づくり 等

出典：国土交通省 報道発表資料
2018年 7月25日

 遠隔操船機能の
実証事業（国土交通省）

図 6 　スマートモビリティ（日本郵船様，MTI様）
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ますし，システムもつなぎます．ある
いは人と人をつなぎ，現在と未来もつ
なぐことをお手伝いする概念も含まれ
ています．

中期経営戦略は ₄ つのブロックで
構成されています（図 ₇ ）．お客さま
のデジタルトランスフォーメーション
をサポートし，そのために自らのデジ
タルトランスフォーメーションを推進

する．同時に人 ・ 技術 ・ 資産を活用し
て成長する．そしてベースにあるのは，
ESG経営，あるいは株主還元になり
ます．その実現のために10個の施策を
セットしました．今回は研究開発に関
係するところをピックアップして紹介
します．

（1）　５Gサービスの実現 ・ 展開
次のネットワークとして５Gがあり

ますが，５Gは公衆網ですので，これ
にプライベート，例えば工場内，車内
などいろいろなネットワークや機能，
システムが足されて，エンド－エンド
が連携されたサービスになります．図 ₈
の上にオーバーレイソリューションが
ありますが，社会システムとして提供
するには，ネットワークサービスに，
いろいろなものをコーディネートとし
ていく必要があります．さらに５Gと
いっても，基地局までは光ファイバ
ネットワークですので，トランスポー
ト部分が下にあり，それも連動しても
らわなければいけません．つまりすべ
てをオーケストレーションする機能配
備とマネジメントが必要で，それらは
ソフトウェアディファインド化されて
いきます．オーバーレイソリューショ
ンの 1 つがラスベガスで行っている
コグニティブ ・ ファウンデーションの
事例になります．図 7 　中期経営戦略

お客さまのデジタル
トランスフォーメーション
をサポート

自らのデジタル
トランスフォーメーション
を推進

人・技術・資産
の活用

ESG経営の推進，株主還元の充実による企業価値の向上

1. B2B2Xモデル推進
2. 5Gサービスの実現・展開
3. パーソナル化推進

4. グローバル事業の競争力強化
5. 国内事業のデジタル
 トランスフォーメーションを推進
6. PSTNマイグレーションの推進

 7. 研究開発の強化・グローバル化
 8. 不動産利活用（街づくりの推進）
 9. 地域社会・経済の活性化への貢献
 10. 災害対策の取り組み

図 8 　5Gサービスの実現・展開（3 階層モデル）
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（2）　グローバル事業の競争力強化
2019年 ７ 月を目標にNTTコミュニ

ケーションズグループとDimension 
Dataグループを，グローバルの会社
と日本国内をメインとする会社の 2 つ
に再編をしていく考えでいます．One 
NTTのブランドで再編した会社では，
お客さまの事業の進化をサポートして
いきたいと思っています（図 ₉ ）．そ
のために，業界アドバイザリによる成
果提供型ソリューション，ソフトウェ
アディファインド技術を活用した IT 
as a Service，グローバル調達会社を
通じた効率化により，お客さまにデー

タセンタからアプリケーションまでを
統合したさまざまなソリューションを
提供します．

しかし，それだけではお客さまのデ
ジタル化は実現できません．革新的創
造の取り組みが含まれていないと，魅
力的なソリューションにはなりませ
ん．そのために，長期的な開発を担う
海外研究拠点，そしてグローバルイノ
ベーションファンドをつくりました．
イノベーションファンドは，新しい事
業を立ち上げるのではなく，中期的に
人をベースに新しい事業に取り組みた
い方をつなぎ，インキュベーションし

ていくことが目的です．米国人をヘッ
ドとし，米国に立ち上げました．そし
て革新的創造推進は，アドバイザリ機
能の高度化を担います．短期で，デジ
タルあるいはスマートワールドをお客
さまに提案できるチームです．このよ
うに，長期，中期，短期の取り組みを
ソリューションの中に取り込んでいき
ます．

（3）　研究開発の強化 ・ グローバ
ル化

研究開発については，共同研究を強
化します．通信やITを突き詰めてい
くと，最後は自然，ナチュラルになる
のではないか，ナチュラルにならない
とお使いいただけないのではないかと
考えています．ナチュラルな認識，手
法，使い方をもっと研究していきたい
と思います．また，非常にセキュリティ
の高い認証技術や量子計算理論，バイ
オメディカル技術等，現在よりさらに
先の基礎研究については海外を起点に
強化をしていきます．成長投資として，
現在より 1 割ほど上げて ５ 年間で 2 兆
円を投入します．これ以外に５Gに関
するインフラ構築等の投資を ５ 年間で
1 兆円投入します．
（4）　地域社会 ・ 経済の活性化への

貢献
内閣府はスーパーシティ構想，国土

交通省ではコンパクトシティ構想が進
められています．街をどうしていくか，
日本にとって大きな課題になっていま
す．そこにNTTグループの最新技術，
設備，拠点を利用し，日本の各地域を
サポートできないかと考えています

（図1₀）．最近では，社会主義的（ナショ
ナリズム，ブロックリズム）な動きと
自由主義的（グローバリズム，ボーダ
レス）な動きが対立するような概念が

“One NTT” のグローバルビジネス成長戦略

図 9 　グローバル事業の競争力強化
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あります．ナショナリズム，ブロック
リズムはデジュールでスタンダードが
決められ，グローバリズム，ボーダレ
スはデファクトでスタンダードが決め
られると考えています．これから地域
社会と一緒に課題解決を進めていく
と，グローバルであり，ローカルであ
るという意味で，グローカリズムとい
う概念が強く出てくるのではないかと
思います．そして，ローカルが ７ 〜 8
割を占める構造になり，その場合はデ
ジュール，デファクトに対し，デコン
センサスでスタンダードが決まるので
はないかと考えています（図11）．

（5）　災害対策の取り組み
最後に災害対策の取り組みです．

2018年，日本は非常に多くの災害に
見舞われました．これまで通信ネット
ワークの信頼性向上，重要通信の確保，
早期復旧の取り組みを行ってきまし
た．今後もさらに，通信インフラを強
靭なものにしていかないといけないと
考えています．そのため，AIを使っ
たプロアクティブな災害対策なども必
要になってきます．また，外国人の方
も増えてきますので，外国語を含めた

適切な情報発信の充実にも取り組んで
いきます．
■中期目標

これまでお話してきた施策を実行す
ることにより，中期目標では，EPS
一株当りの利益を ５ 年間で ５ 割増し，
コストは8000億円削減していきます．
EPS成長は利益で実現したいので，
海外売上高は＄18Bから＄2５Bに伸ば
し，営業利益率を現在の ３ ％から ７ ％
にまで上げたいと考えています．投資
の効率的な回収として，ROICは 8 ％
にセットアップします．

NTTは＄106Bの収入，グローバル
の収入比率は，まだ19％ぐらいです．
Fortune Global ５00では５５番目です．
一方で，すでに190カ国以上でネット
ワークサービスを提供しています．
データセンタのスペースは世界 2 位で
す．そして，３0万人ほどの社員がい
ます．

自己変革を加速し，Your Value 
Partnerへ

過去198５年の電話収入は全体の
8３％でしたが，現在は携帯電話の音声

収入を入れて18％です．つまりそれ以
外がかなり大きくなってきています．
これが３0年ほどの変化ですが，さらに
自らのデジタル変革を推進して，選ば
れ続けるYour Value Partnerになっ
ていきたいと考えています．その結果，
ポートフォリオがかなり変わっていく
とは思います．新たなNTTがどうい
うNTTになるかを支援いただき，ま
た，一緒に議論させていただきながら，
事業を進めていきたいと思います．

図11　Global ＋ Local
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